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国立大学法人三重大学



国立大学法人三重大学

差　　　額
（決算－予算）

 収入 　 　
運営費交付金 10,812 12,194 1,382 （注１）
施設整備費補助金 4,838 4,258 △ 580 （注２）
船舶建造費補助金 - - - 
施設整備資金貸付金償還時補助金 - - - 
補助金等収入 723 1,070 347 （注３）
国立大学財務・経営センター施設費交付金 52 52 0
自己収入 23,905 24,079 174

授業料、入学料及び検定料収入 4,269 4,199 △ 70 （注４）
附属病院収入 19,210 19,253 43 （注５）
財産処分収入 - - - 
雑収入 426 627 201 （注６）

産学連携等研究収入及び寄附金収入等 2,490 2,396 △ 94 （注７）
引当金取崩 - 8 8
長期借入金 1,431 1,431 0
貸付回収金 - - - 
承継剰余金 - - - 
目的積立金取崩 357 236 △ 121 （注８）

計 44,608 45,724 1,116
 支出

業務費 33,302 33,177 △ 125
教育研究経費 13,734 14,131 397 （注９）
診療経費 19,568 19,046 △ 522 （注１０）

施設整備費 6,321 5,741 △ 580 （注１１）
船舶建造費 - - - 
補助金等 723 1,071 348 （注１２）
産学連携等研究経費及び寄附金事業費等 2,490 2,151 △ 339 （注１３）
貸付金 - - - 
長期借入金償還金 1,772 1,760 △ 12 （注１４）
国立大学法人財務・経営センター施設費納付金 - - - 

計 44,608 43,900 △ 708

収入－支出 - 1,824 1,824

○予算と決算の差異について

（注１０）診療経費については、翌年度に継続して行う事業による繰越等のため、予算額に比して決算額が、522百万円少額と
　　　なっています。

（注５）附属病院収入については、病床稼働率の向上、手術件数及び外来患者数の増加等により、予算金額に比して決算金額が
　　　43百万円多額となっています。

（注９）教育研究経費については、（注１）等により、予算金額に比して決算金額が397百万円多額となっています。

（注１３）産学連携等研究経費及び寄附金事業費等については、寄附金事業費等の執行計画を見直したことにより、予算金額に
　　　比して決算金額が339百万円少額となっています。

（注８）目的積立金取崩については、事業計画を見直したことにより、予算金額に比して決算金額が、121百万円少額と
　　　なっています。

（注１４）長期借入金償還金については、金利の見直しにより、12百万円少額となっています。
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区　　分 予　算　額 決　算　額 備　　　考

（注１）運営費交付金については、復興関連事業の追加交付等のため、予算金額に比して決算金額が1,382百万円
　　　多額となっています。

（注３）補助金等収入については、予算段階では予定していなかった補助金が採択されたため、予算金額に比して決算金額が
　　　347百万円多額となっています。

（注７）産学連携等研究収入及び寄附金収入等については、受託研究等の獲得に努めたものの、予算金額に比して
　　　決算金額が予算金額に比して決算金額が94百万円少額となっています。

（注１２）補助金等については、（注３）に示した理由等により、予算金額に比して決算金額が348百万円多額となっています。

（注６）雑収入については、主として予算段階では予定していなかった保険金の受け取りや科学研究費補助金等間接経費の
　　　受入等により、予算金額に比して決算金額が201百万円多額となっています。

（注１１）施設整備費については、（注２）に示した理由等により、予算金額に比して決算金額が580百万円少額となっています。

（注２）施設整備費補助金については、事業の繰越により、予算金額に比して決算金額が 580百万円少額と なっています。

（注４）授業料、入学料及び検定料収入については、予算段階での見積もりより授業料等免除者が増加したこと等により、
　　　予算額に比して決算金額が70百万円少額となっています。




